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1

'

.
紅
築
舞
六
号

三
朝
町
技
能
労
鞍
警
貝
の
絵
与
の
板
類
及
び
基
掛
に
臨
す
る
条
例
の
削
定
に

つ
い
て

次
の
と
お
り
三
朝
町
技
能
労
缶
指
貫
の
給
与
の
穂
類
及
び
基
準
に
鮎
す
る
条
例
を
制
定
す
る
こ
と

に
つ
い
て
'
地
方
自
治
鋲
(
臓
和
二
十
二
年
駐
韓
約
六
十
七
号
)
雛
九
十
六
集
録
一
晩
の
競
走
化
よ

り
､
本
融
合
の
訴
次
を
求
め
る
●

恥
和
む
十
五
年
二
月
十
二
日

l

三

碗

町

長

　

　

坂

　

　

出

　

　

瀦

　

　

巳

栗
四
冶
雲
丁
弐
月
指
弐
日
京
葉
可
決

三
朝
町
碧
雲
牧
田
禎
噸
盗

T
.
i
 
d
&
印



三
朝
町
技
能
労
務
職
員
の
給
与
の
種
類

及
び
基
準
に
関
す
る
条
例

(
那
和
例
桝
　
月
　
郎
)

∴
.
.
J
.
p
･
･

第
一
条
　
こ
の
条
例
は
､
地
方
公
営
企
業
労
働
鎚
係
法
(
昭
空
一
十
七
年
法
律

第
二
百
八
十
九
号
)
t
E
,
l
･
P
別
仙
約
四
項
り
裁
定
に
お
い
て
R
l
用
す
る
地
力
公
言
企

業
還
(
唱
和
二
十
七
l
L
l
法
律
講
二
百
九
十
二
=
ソ
)
娼
三
十
八
桑
第
四
項
の
別

宅
に
準
つ
司
環
視
労
務
満
山
(
山
下
｢
議
員
｣
と
い
-
o
)
の
給
与
か
礎
T
a

及
び
名
準
を
定
め
る
も
の
こ
す
る
.

2
　
前
項
の
｢
技
筒
労
務
職
員
｣
と
は
'
地
万
公
務
E
I
法
(
T
=
｡
和
二
十
五
年
法

相
第
二
百
六
一
一
号
)
箔
五
十
七
兵
に
規
定
す
る
単
純
な
労
務
に
瞳
用
さ
れ

る
者
(
地
方
公
営
4
=
業
労
働
濫
掃
辻
蒜
〃
三
条
票
三
宅
に
胡
定
す
る
桟
1
7
を
拭

く
｡
)
を
い
-
o

(
給
与
の
頑
顎
)

第
二
条
　
職
員
乃
給
与
の
碩
鮎
は
､
給
料
'
扶
珪
手
当
､
通
勤
手
当
へ
特
殊
勤

務
P
l
-
当
､
時
間
外
勤
務
手
当
､
休
H
勤
務
手
当
､
攻
帆
勤
務
ヰ
当
､
肩
口
症

〔島中Ⅹ〕

手
当
､
寒
L
:
地
手
当
､
和
夫
手
当
'
勤
勉
手
当
及
び
退
職
手
当
と
す
る
｡

(
給
料
)

第
三
条
　
給
料
は
､
正
規
の
勤
務
時
間
に
よ
る
勤
務
に
対
す
る
朝
酬
で
あ
っ

て
､
扶
義
手
m
r
通
勤
手
当
､
特
殊
勤
務
手
当
､
叫
閣
外
勤
務
手
当
､
休
日

執
務
手
当
､
夜
間
勤
務
手
当
､
宿
[
正
手
当
､
諾
L
F
地
手
当
､
期
末
手
当
'

勃
過
手
当
及
び
退
職
手
当
を
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
D

Z
　
希
職
員
の
受
け
る
給
料
は
､
そ
r
L
T
,
i
:
憐
準
り
複
雑
､
n
i
兇
及
び
責
任
の
度
に

応
じ
'
か
つ
'
勤
務
の
頻
皮
､
勤
務
ー
i
由
､
勤
務
端
境
そ
の
他
り
勤
務
条
件

を
･
W
慮
し
た
も
り
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o

(
扶
蒜
M
.
r
,
W
I
I
)

第
四
条
　
扶
垂
子
当
は
'
扶
速
親
族
り
ふ
る
い
,
成
員
に
対
し
て
文
治
す
る
o

(
通
勤
手
当
)

第
五
条
　
通
勤
手
当
は
､
次
の
年
号
に
抱
け
る
職
員
に
支
給
す
る
｡

l
　
通
勤
の
た
め
交
通
機
雌
を
利
用
し
て
そ
の
運
貨
を
ね
t
I
J
す
る
こ
と
を
常

例
こ
す
る
職
員
二
父
通
機
的
な
利
E
E
L
な
け
れ
ば
通
勤
す
る
こ
と
が
著
し

く
困
雛
で
あ
る
職
員
以
外
の
職
丘
で
あ
っ
て
交
通
機
朋
を
利
用
し
な
い
で

徒
歩
に
ょ
り
通
勤
す
る
も
の
と
し
た
切
合
の
通
勤
距
離
が
片
道
二
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
も
の
及
び
娼
三
=
■
ン
に
掲
げ
る
桟
山
を
除
く
｡
)

二
　
通
勤
の
た
的
∃
転
享
そ
の
他
の
交
通
の
用
且
ハ
(
以
下
｢
自
転
車
等
｣
と

[
,
ぅ
D
)
を
任
用
す
る
こ
と
を
常
例
と
す
る
職
員
(
∃
`
t
J
卓
等
を
任
用
し
な

託
五
編
　
公
務
員
　
(
技
能
労
務
批
点
の
給
与
の
項
数
及
び
基
準
に
朗
す
る
粂
例
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〓
八
六
一



第
五
編
　
公
務
員
　
(
技
詑
労
務
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
)

t
六
六
二
丁
一
六
七
二
)

け
れ
ば
通
勤
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
抗
で
あ
る
職
員
i
<
外
の
職
員
で
あ
っ

て
自
転
｣
別
等
を
任
E
E
L
な
い
で
徒
歩
に
よ
り
通
勤
す
る
も
り
と
し
た
場
合

の
通
勤
距
離
が
叶
辺
二
キ
ロ
メ
-
J
･
ル
未
満
で
あ
る
も
の
及
び
次
号
に
抱

げ
ろ
職
員
を
険
-
D
)

三
　
通
勤
の
た
空
父
通
挺
閑
を
利
用
し
て
そ
の
運
賃
を
負
担
し
へ
　
か
つ
､
自

宅
巧
竹
叶
を
t
･
.
i
用
す
る
こ
と
を
常
例
と
す
る
職
員
(
交
通
機
関
を
利
用
し
､

又
は
自
任
市
等
を
ほ
用
し
な
け
れ
ば
通
勤
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ

る
桟
良
川
外
の
職
員
で
あ
っ
て
､
交
通
機
関
を
利
用
せ
ず
､
か
つ
､
白
壁

市
等
簸
川
し
な
い
で
徒
警
よ
-
!
=
]
掌
る
も
?
こ
し
た
筈
の
通
勤

距
既
が
片
道
二
キ
ロ
ノ
ー
j
･
ル
未
満
で
あ
る
も
り
｣
ィ
除
く
0
)

(
特
殊
勤
準
や
当
)

茅
六
条
　
特
殊
勤
務
一
I
T
当
は
､
次
の
千
号
に
帖
げ
る
特
殊
な
勤
務
で
､
給
与
上

特
別
の
湾
腰
を
必
要
と
し
､
か
つ
､
そ
の
柑
妹
性
を
給
料
で
考
慮
す
る
こ
と

が
適
当
で
な
い
も
り
に
従
事
L
f
i
)
職
員
に
対
し
て
支
給
す
る
o

i
　
苓
し
-
危
損
､
不
快
又
は
不
他
綾
な
勤
務

二
　
強
度
が
著
し
く
高
い
勤
務

(
時
間
外
勤
務
手
当
)

第
七
条
　
北
税
の
勤
務
時
間
外
に
勤
務
す
る
こ
と
k
J
命
ぜ
ら
れ
L
i
J
職
員
に
は
'

正
規
の
勤
務
峠
間
外
に
勤
務
し
た
全
時
間
に
対
し
て
､
時
間
外
勤
準
.
l
当
を

支
給
す
る
o

(
休
日
勤
務
手
当
)

第
<
条
　
職
員
に
は
正
尻
の
勤
務
日
が
休
日
に
当
た
つ
て
も
'
正
規
の
給
与
を

支
給
す
る
｡

2
　
休
日
に
お
い
て
'
正
規
の
勤
務
時
間
中
に
勤
務
す
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
た

職
員
に
は
､
正
規
の
勤
務
時
間
中
に
勤
務
し
た
全
時
間
に
対
し
て
休
日
勤
務

二
,
当
を
支
給
す
る
｡
生
末
年
婚
等
で
親
別
で
定
め
る
日
に
お
い
て
勤
務
し
た

職
員
に
つ
い
て
も
同
様
と
す
る
0

3
　
前
二
項
の
休
日
と
は
､
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
(
R
E
J
I
T
]
和
二
十
三
年
､
い

n
T
第
百
七
十
八
号
)
　
に
規
J
:
u
す
る
日
を
い
う
｡

(
夜
間
勤
冶
手
当
)

第
九
条
　
正
過
り
勤
務
時
肝
と
し
て
午
後
十
時
か
ら
翌
日
の
午
前
五
時
ま
で
の

問
に
勤
務
す
る
職
員
に
は
､
そ
の
間
に
勤
務
し
た
全
山
i
問
に
対
し
て
､
夜
間

勤
務
手
当
を
支
給
す
る
Q

(
楢
｣
直
手
当
)

第
十
条
　
宿
日
は
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
た
職
員
に
は
､
宿
日
直
手
当
を
支
給
す

h-1rp

2
　
前
項
の
動
磯
は
'
籍
七
条
､
決
八
森
篇
二
項
及
び
前
条
の
勤
務
に
は
含
ま

れ
な
い
も
の
と
す
る
｡

〔
寒
冷
地
手
当
)

第
十
一
条
　
寒
冷
地
手
当
は
'
八
月
三
十
l
日
(
そ
の
日
が
日
曜
日
に
当
た
る

〔島中Ⅹ〕



と
き
は
､
そ
の
,
l
=
臼
)
に
お
い
て
在
職
す
る
職
員
に
対
し
て
支
給
す
る
｡

(
淵
末
手
当
)

第
十
二
粂
川
末
三
当
は
三
月
一
日
･
六
月
言
及
乎
二
n
p
l
ヨ
(
宇

こ
の
条
に
お
い
て
こ
れ
ら
冒
を
｢
韮
準
旦
こ
い
-
U
)
に
そ
れ
ぞ
れ
在
職

す
る
職
員
に
対
し
て
'
そ
れ
ぞ
れ
基
準
日
か
ら
起
算
し
て
十
雪
を
こ
え
な

い
範
囲
内
覧
/
,
て
町
長
が
定
-
日
に
支
給
す
る
o
こ
れ
ら
の
東
十
品

1
腎
月
以
内
に
退
職
し
､
又
は
死
亡
ト
1
J
識
見
(
町
長
が
定
言
職
員
を
除

く
0
)
に
つ
い
て
も
､
同
様
と
す
る
｡

(
勤
勉
手
当
)

第
十
三
条
勤
聖
,
W
は
,
六
月
言
及
び
十
二
月
1
日
(
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
こ
れ
ら
冒
を
｢
基
準
日
｣
と
い
-
o
)
に
そ
れ
ぞ
れ
在
職
す
る
職
員
に

対
し
､
蓑
日
比
堅
ハ
詔
月
以
内
の
期
間
に
お
け
る
そ
宗
易
凝
成
続
に

応
じ
て
､
そ
れ
ぞ
れ
基
準
日
か
ら
起
算
し
て
十
百
を
こ
え
な
い
範
囲
内
に

ぉ
い
て
町
長
が
冠
/
^
l
l
る
日
に
支
給
す
る
〇
こ
れ
ら
の
基
準
旦
竺
笥
月
T
i
内

に
,
E
E
J
職
し
､
又
は
死
亡
し
た
職
員
(
町
長
が
定
め
る
職
員
を
除
-
o
)
に
つ
い

て
も
､
同
様
と
す
る
｡

(

支

給

琴

雷

撃

　

三

朝

吋

　

　

　

　

　

タ

イ

-

 

,

.

=

]

.

･

-

･

し

.

.

-

　

　

=

.

給
与
の
題
と
の
権
衡
並
び
に
職
名
の
特
殊
性
及
び
実
態
を
考
慮
し
て
近
め
る

〔
島
中
Ⅹ
〕

も
の
と
す
る
｡

(
給
与
の
減
額
)

第
十
五
条
職
員
が
勤
為
し
な
い
と
き
は
､
そ
｡
勤
警
な
い
こ
と
に
つ
き
任

命
権
者
の
承
誌
が
あ
っ
た
望
妄
除
-
ほ
か
､
そ
G
l
勤
務
し
な
い
一
時
間
に

っ
き
'
勤
撃
時
間
当
た
り
の
給
料
を
減
額
し
て
支
給
す
る
D

(
休
職
者
の
給
与
)

第
某
条
職
員
が
地
方
公
務
員
法
竺
十
八
粂
第
二
司
の
規
定
に
よ
り
休
職

に
さ
れ
た
と
き
は
､
町
長
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
給
与
を
支
給
す
る
こ
と

が
で
き
る
｡

(
専
従
休
職
者
の
給
与
)

第
十
七
条
地
方
公
営
企
業
労
働
関
係
法
附
則
第
四
巧
の
規
定
に
お
い
て
準
用

す
る
同
法
望
ハ
粂
第
毒
た
だ
し
等
の
許
可
を
受
け
た
職
員
に
は
､
そ
の
許

可
が
効
力
を
有
す
る
間
は
'
い
か
な
る
給
与
も
支
給
し
な
い
｡

(
賃
金
撃
'
J
顧
馬
す
る
職
員
の
給
与
)

第
十
<
条
買
毒
で
雇
用
す
る
職
白
に
つ
い
て
は
､
任
命
権
者
は
,
こ
の
条

例
の
瀧
定
に
か
か
わ
ら
ず
他
G
.
職
貞
と
の
梅
軒
を
考
慮
し
予
算
の
範
幽
内
で

給
与
を
支
給
す
る
｡

附

　

則

(
施
行
期
日
)

⊥
　
こ
の
条
例
は
､
公
布
の
ヨ
か
ら
施
行
す
る
.

第
五
編
公
零
点
(
技
能
労
務
職
員
品
与
の
禁
買
び
基
準
に
閑
す
る
条
例
)

〓
八
七
三



第
五
編
　
公
務
員
　
(
技
能
労
務
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
)

]
]
]
珂
町

三
転
要
務
賢
の
給
与
の
積
望
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
霊
)

2
　
技
能
労
務
職
員
の
給
与
の
程
粍
及
び
基
準
に
淵
す
る
条
例
(
昭
和
Z
I
え

牢
三
朝
町
栄
例
馨
し
ノ
■
号
)
は
､
廃
止
す
る
O

(
暫
定
手
当
)

3
　
昭
和
四
十
三
年
一
月
一
∃
か
ら
昭
和
四
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の

問
､
給
料
の
支
給
を
受
け
る
職
員
に
対
し
て
月
節
の
暫
定
手
当
を
支
給
す

る
｡

4
　
職
由
に
暫
定
手
当
が
支
給
さ
れ
る
問
は
､
第
二
集
中
｢
扶
頚
手
当
､
｣
と

あ
る
の
は
｢
妖
光
手
当
'
幣
･
左
手
当
､
｣
と
読
み
琴
芝
｣
､
こ
の
就
定
を
通

用
す
る
｡

る
規
則

〓
八
七
E
I
T
l
六
八
四
)

技
能
労
務
職
員
の
給
与
に
関
す

(
朗
和
則
群
　
月
　
別
)

(
趣
一
言
)

第
l
条
　
こ
乃
胡
則
は
'
技
l
q
l
a
労
務
識
見
の
給
与
の
項
類
及
び
堪
滑
に
関
す
る

条
例
(
昭
和
　
　
年
　
　
条
例
第
　
号
)
に
基
づ
き
､
技
紙
労
務
職

員
(
以
下
｢
職
員
｣
と
い
-
o
)
の
給
与
の
r
鮎
及
び
そ
の
支
給
方
､
h
i
等
に
つ
い

て
定
め
る
も
の
と
す
る
｡

(
給
料
)

第
二
粂
　
職
員
の
職
務
は
､
二
等
級
に
分
光
す
る
0

2
　
前
項
に
秋
定
す
る
分
類
の
韮
準
と
な
る
べ
き
標
準
約
な
桟
誇
り
内
容
は
､

別
表
抗
T
の
と
お
り
と
し
､
そ
れ
ぞ
れ
の
職
務
の
等
鎚
に
分
封
さ
れ
る
も
り

と
す
る
｡

3
　
給
料
表
は
､
別
表
第
二
の
と
お
-
と
す
る
｡

4
　
°
1
1
長
は
､
す
べ
て
の
職
員
の
職
を
範
1
項
に
規
ー
妃
す
る
等
級
の
い
ず
れ
か

に
格
付
L
t
前
l
h
T
K
に
規
定
す
る
給
料
宗
に
よ
り
職
員
に
給
料
を
支
給
し
な
け

〔
鳥
甲
Ⅹ
し


